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茅ヶ崎海岸 浜降祭の起源

連絡先：　　　　　　　　　　　　　茅ヶ崎神輿康 代表 中里康則まで

各地神輿担ぎ手募集中 事務局　〒253-0044　神奈川県茅ヶ崎市新栄町13-29 茅ヶ崎商工会議所内
Tel.0467-85-0212 Fax.0467-86-6663

公益社団法人 茅ヶ崎青年会議所

その１　午前４時過ぎからの鉄砲道が熱い!
　会場を目指す神輿が何基も通過、スライドし鉄砲道を乱舞します！

その２　神輿によって掛け声が違う!
　どっこい！どっこい！はもとより、よいよいと～!よいと～！よいと～！
　などさまざまなんです！

その３　神輿甚句もさまざま!
　神輿を担ぎら唄われる神輿甚句も唄い手によって違う!
　耳をすませて聞いてみよう！

その４　担ぎ方のうまさで鈴のなり方が違う!
　四隅に付けられた鈴を綺麗に鳴らす！茅ヶ崎神輿の真骨頂!
　中には走る神輿もあるんですよ～!

濱降祭の見どころ!

　浜降祭の歴史は諸説ありますが、一番知られている話として今から約１８０
年前の天保９年(１８３８年)、寒川神社の神輿が例年春に行われる国府祭（こ
うのまち）【大磯町国府本郷】に渡御した帰り道、相模川の渡し場で寒川の氏子
と地元の氏子が争いを起こし、寒川神社の神輿が梅雨で増水中の相模川（馬入
川）に落ちてしまい行方不明になってしまいました。その数日後、南湖の天王山
南側に住み代々天孫と通称される網元である鈴木孫七さんが漁の最中にこの
ご神体を発見し、寒川神社に届けたことを禊機に、毎年寒川神社の神輿が、そ
のお礼の為南湖の浜に赴き、『禊（みそぎ）』をするようになったと言い伝えられ
ています。一方、江戸時代後期に幕府がまとめた『新編相模国風土記稿』（天保
３年）によると、鶴嶺八幡宮では、心身の罪やけがれを清める「みそぎ」の神事を
行う為、毎年、浜辺への渡御が行われていたとあります。
　このように両神社の伝承は、古くから語り継がれていて、それが後世になって
合体して定着し、その後明治「禊（みそぎ）」神事を新暦の７月１５日と定め、名
称も”浜降祭”と呼ばれるようになりました。また、平成９年（１９９７年）には、
例祭日を７月２０日に変更しましたが、祝日の改正に伴い平成１６年からは、
７月海の日(第３月曜日）に例祭日が再度変更になりました。
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中旬

２０１７年７月３０日 (日 )

塗り絵体験に参加された皆様の作品は６月１９日～７月６日までの間、茅ヶ崎市役所１階に
展示されます。お預かりした塗り絵は、７月１７日浜降祭にてプレゼントいたしますので、
引換券をお持ちになり、朝６時～９時の間にジェイコム湘南ブース前にお集まりください。

〜まちのために汗をかけ、涙を流せ〜


